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　先に，膀胱筋AMの粘度とそのATPによる影響につい
て検索したが，その実験では，膀胱筋において，骨心筋と
ほぼ同様の粘度的態度を示すのを確認した。今回の実験は，
“ひと”の膀胱筋繊維を手術的にとり出し，50％glycerine
で低温処理して兎のpsoas－muscleのglycerol筋の態度
と比較した。
実瞼方法
　藤沢某45才δ膀胱結石患者の膀胱に術前300ccの水を
入れ，膀胱筋が伸展した状態において，繊維状に縦走せる
筋繊維に副木を結びつけて後切断し，直ちに50％冷グリ
セリンに浸し，0℃に24時間保存する。次に一17℃va　24
時聞保存した後とり出して骨酪筋におけると同様の処理1）
のもとにO．2％A．TP液（4　x　10－3M）による短縮を見，こ
れをキモグラフイオンに描記した。load轄200　mg，室温
16．5”C．
A
B
実験成績
　乱雲筋繊維は錯走して細く分離することが困難で，直径
約1mm，1．5　mmのものをglycerine処理した。このため
普通の副木では用を足さず，；sアミバリ”を細く削って使用
した。1日放置後繊維は骨酪筋におけるほど脱水は行われ
ず，赤みが残っていた。処理後筋繊維を分離するのも困難
を極め，ようやく2cmの長さのものをとり得て使用した。
最初ATPによる短縮を肉眼的に観察したが，1分後まで
殆ど変りなく，ATP液に浸してから2分後に幾許か動ぎ，
5分後に約2mmの短縮を見た。キモグラフイオンでは，
0．8×10mmのものを用い，10倍拡大して描記した。この
結果，兎psoas－muscleに比し，そのATPによる影響は
極めて小さいが明かに短縮する事を示している。
A－1－p
A　：　Glycerinated　muscle　fibre　of　rabbit　psoas　（O．8
　　×10mm）　enlargement　×10
B：　Glycerinated　muscle　fibre　of　bladder　（O．8×10
　　mm）　enlargement　×10
4×10－3M　ATP　addition　indicated　by　arrow　（K＝
O．16M）　Load　：　200　mg　Temperature：　16．50C　Time
mark　：　1　min．
総括並びに考按
　Mechanogrammが示すように膀胱筋骨酪筋のglyceroI
筋は同一性格を有するものと考えられ，粘度変化の態度と
相三って，膀胱筋AM系の態度が明かにされた訳である。
しかるに事実外見的に私共が経験するところでは膀胱筋を
含めた平滑筋と，横紋筋とがその牧縮の性格を異にするの
であり，この性格的相違が果してA：M系において認められ
得るか否かは重要課題であらう。著者等の実験において見
られたように，膀胱筋は，glycerine処理が非常に不円滑で
適宜でなく，条件的にもおのずから横紋筋と異なることは
否むことは出来ない。また平滑筋繊維申に錯走する筋繊維
が認められ，それが特有の構造を有することも知られてお
り，このために，牧縮が横紋筋のように同一方向のみでは
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ないとも考えられる。今回グリセリン処理筋の短縮を肉眼
的に観察した際，繊維は側面に凹曲したことがこのことを
裏付けるようである。また既に粘度的研究において認め得
たように，AM含量が少ないこと，したがってATP含量
も少ないという推論も可能のように思われる。しかもまた，
量的相違とともに，actin，　myosinの比率的な違いも予想
されるところであるが，今後横紋筋と平滑筋AMの相違に
関する追究に関しては，第1に構造的な性格を電子顕微鏡
学的に検索することであり，また第2にactin，　myosinの
比率的相違に基づく種々相の研究及び各種平滑筋AMの含
量：，ATP韻Cの吟味に要点を置きたい。ここにはただ膀
胱筋のglycerine処理においても，横絞筋と同様，僅かな
がら短縮する性格を具備することを確認し得たに止るが，
なおこの種の実験に関し，方法の改善，例えば膀胱全部を
適当な方法でglycerine処理し，これについてのATP牧
縮め観察等について目下実験を進めつつある。
結 語
　“ひと”の膀胱筋繊維を手術痔，副木に固定伸展せしめて
とり出し，glycerineにて低温処理してATPを作用せし
め，横紋筋におけると同様の短縮を見た。短縮高について
は横紋筋の比でなく，同一条件において両者は相当の差を
示している。膀胱筋AM系に関する一一WWの実験として今
回はglycerine処理筋につき，その傾向を前実験と同一性
格のものとして認めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30．4．20受付）
Su血mary
　　Human　bladder　muscle　fibre　was　extended　and　fixed　on　a　splint，　and　treated　with
500／o　glycerol　at　low　temperature．
　　When　these　fibre　bandles　were　immersed　in　ATP　solution，　it　was　shortened　as　in　the
case　of　skeletal　muscle　fibre，　though　the　degree　of　shortening　was　small．
　　The　form　of　curve　obtained　from　．the　mechanogram　showed　a　certain，　though　not
decisive，　difference　between　the　two　sarnples．
　　As　one　of　the　experiment　series　of　AM　extracted’　froni　bladder　muscle，　studies　of
glycerol－mus61e　of　bladder　were　performed　and　the　same　tendency　as　obseirved　in　previous
experiments　was　confirmed．
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